第２学年　社会科学習指導案
令和３年12月８日(水)　３校時
はなさき支援学校　２年①グループ
（男子８名）
授業者　前泊大志　印
１　単元名　　我が国の食料生産とわたしたちの生活

２　単元目標
　　我が国の食料生産について、農産物の種類や分布、生産量の変化、輸入などの外国との関わりなどに着目することで、我が国の食料生産と国民生活を関連づけて考え、食料生産は国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることを理解するとともに、学習してきたことを総合して食料の大切さについて考え、判断したことを理由や根拠を示して表現することができる。

３　単元について
(1) 教材観
特別支援学校高等部学習指導要領１段階（２）エ「産業と生活」から、我が国の食料生産の概要と人々の努力、国民生活と食料生産のつながりを指導する。その際、食料生産は国民の食生活を支えていることや食料の生産量は国民生活と関連して変化していることなど、我が国の食料生産の概要と役割について理解できるようにする。また、生産し輸送、販売する工程で費用が発生することや、生産性や品質を高める工夫や努力など、食料生産に関わる人々についても理解できるようにする。
(2) 生徒観
　　①単元・教材に対する生徒観
現任校では、作業学習で園芸班があり、農場も校舎横にあるので、農業の仕事を比較的身近に感じられる環境にある。また、産業現場等における実習では、スーパーマーケットやファストフードで実習を行った生徒が数人おり、食べ物の販売に関わる仕事を体験している。しかし、給食においては食べ残しが多く、日常的に偏食が激しい生徒も見られる。食べ物の大切さについての自覚は低く、食料生産について特に大きな関心をもっている言動はあまり見られない。
　　②生徒の実態
都道府県の名前や位置を完全に習得できていない生徒もいるが、地図を参照して答えることはできる。社会科の印象を「楽しい」「役に立つ」「もっと知りたい」など肯定的にとらえている生徒が多い。しかし、自分の思いや考えを表出することに消極的で、間違えることや失敗することを避け、正答を知りたがる傾向にある。また、「なぜそう考えたのか」などの質問には答えに詰まったり、よく考えずに返答したりすることがあり、深く思考することが苦手である。
(3) 指導観
農作物の盛んな地域を具体的に取り上げながら、我が国の食料生産の概要や生産を支える人々の工夫や努力を理解し、それらが国民生活の安定と向上につながっていることを指導する。生徒たちがどこでどのようなものが生産されているか、生産量はどのように変化しているかなどの問いに対して、自分の生活と関連づけて考えられるようにする。そして、授業で学習したことや理解したことを根拠として示しながら、食の大切さについて考えたことを表現できるようにする。



４　本時の指導「食生活の変化と食料生産への影響」（３/７時間）
　(1) ねらい
我が国の昔と現代の食事の変化から、主な食料の消費量や生産量の変化について考え、表現することができる。
　(2) 本時の評価
	評価の観点
	社会的な思考・判断・表現

	評価規準
	我が国の昔と現代の食事の変化から、主な食料の消費量や生産量の変化について考え、表現している。

	評価方法
	授業内：資料の読みとり、発言、話合いの様子
授業後：ワークシート・単元シートの記述


　(3) 展開
	過程
	学習活動・内容・発問等
	予想される生徒の反応等
	留意点、評価等

	導入












展開










まとめ


	〇課題把握（グループ→全）
①「和食と洋食の食材の違いは何か」
和食と洋食の写真を比較して、特徴や違いを話し合う。→それぞれでよく使用されている食材の違いをおさえ、次のグラフの読み取りにつなげる。


〇学習課題の設定と見通し（個）
「食生活の変化は、食料生産にどのような影響を与えているのか」の予想をたてる。

〇知識の獲得（グループ）
②「主な食料の日本での消費量と生産量はどのように変化しているか」
主な食料の消費量と生産量の変化のグラフを見て、米、肉類、牛乳・乳製品、魚・貝類（消費量のグラフのみ）にあてはまるものを話し合って選び、なぜそのように判断したのかをワークシートに記入する。


〇課題の解決、まとめ（個→全体）
「食生活の変化は、食料生産にどのような影響を与えているのか」のまとめを、キーワードを使って表現する。

〇振り返り（個）
単元シートに記入させる。

	和食：主食は米、魚料理がある、肉がない、野菜が多い　など
洋食：肉がある、ご飯の代わりにパン、野菜が少ない　など




自分の食生活も意識しながら、ワークシートの予想欄に記入する。（短文になることも予想をされる）


消費量のグラフ
・大きく減っているのでお米かな？
・大きく増えているので肉類かな？
生産量のグラフ
・減ってきているのでお米かな？
・たくさん増えているので肉類かな？
・２つのグラフは同じように変化している


[bookmark: _Hlk89781507]・私たちの食生活は洋食も食べるように変化し、和食で使う米や魚の消費量と生産量は減り、洋食で使う肉類や乳製品の消費量と生産量は増えている。

	２～３名のグループを作る。話合いが進まない場合は、和食と洋食の担当生徒を決め、お互いの考えを共有する。

自分の食生活も意識させながら提示する。


消費量のグラフでは肉類と牛乳・乳製品を間違える場合は、グラフの横軸の単位に着目させる。
生産量の変化のグラフは、次時の学習（輸入）とも関連させていく。

食の欧米化の進展が生産量の変化として影響してくることを捉えさせる。その際、消費量と生産量の関係にも着目させるようにする。



５　板書計画
	食生活の変化と食料生産への影響学習課題
「食生活の変化は、食料生産にどのようなえいきょうをあたえているのか？」

まとめ
私たちの食生活は洋食も食べるように変化し、和食で使う米や魚の消費量と生産量は減り、洋食で使う肉類や乳製品の消費量と生産量は増えている。

②主な食料の消費量と生産量の変化
↓
消費量と生産量は同じように変化している



日本人も洋食をよく食べるようになった
→食生活が変化している

①和食と洋食の特徴




和食　　　　　　　　　　　　　洋食
米、魚、野菜　　　　　　パン、肉、乳製品
→減っている　　　　　　→増えている
（消費量・生産量）　　　（消費量・生産量）
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